
中部教育局社会教育担当だより 令和５年１月１０日発行

１月１１日（水）新任生涯学習・社会教育担当者研修会〈倉吉体育文化会館〉
１月１３日（金）社会教育主事講習B（2/2７まで） 〈e-ラーニング、まなびタウンとうはく〉

１月の主な行事予定

高校生の力で中部地区を元気にしよう！

１２月１８日、三朝町総合文化ホールにて中部地区の高校生
と地域がつながる「中部ハイスクールフォーラム２０２２」が
開催されました。総勢３４９名（ライブ配信含む）が参加し、
高校生による取組発表や意見交換が行われました。当日は、ラ
イブ配信を行っていたことでより多くの方々にご覧いただけま
した。今回は、６つの高校が「高校生の力で中部地区を元気に
しよう！」というテーマで、地域課題の解決に向けた取組や地
域創生を目的とした発表を行いました。意見交換では、高校生
が互いの発表について質問したり、地域活動を行っている会場
の参加者や中学生からの質問に答えたりするなど、高校生と地
域の今後につながる会となりました。（フォーラムの様子は、
三朝町教育委員会HPにてご覧いただけます。）

倉吉西高等学校
「 湯梨浜町の移住者を増やそう！」

倉吉総合産業高等学校
「地域で交流『くらそうサロン・くらそう
や』」

プレゼンテーション

鳥取中央育英高等学校
「地域と高校はどう関わっていけるのか」

湯梨浜学園高等学校
「高校生が考えるこれからの地域社会に
おける教育の在り方」

倉吉農業高等学校
「『災害かまどベンチ』の活用」

倉吉東高等学校
「リトリートしませんか？～現代人と
鳥取のための新しい休暇のかたち」

自分達の知恵を絞って、一生
懸命取組んだ成果を存分に発
表したことが、更に中部地区の
元気につながるよう期待してい
ます。

手嶋 俊樹 会長
（東伯郡社会教育協議会）



「地域に愛される学校を
めざして」
琴の浦高等特別支援学校

「神倉総ロール
～倉総産と神倉大豆と
白狼堂のコラボ商品～」
倉吉総合産業高等学校

「高校生が考えるこれから
の地域社会における教育の
在り方」

湯梨浜学園高等学校

意見交換

高校生の意見交換のほか、参加者からも質問や意見
が多数あり、高校生の取組を中部地区の発展につなげ
るきっかけとなりました。
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パネル展示発表

☆講評☆
今回は、高校生の意識の高まりを特に感じた
フォーラムであった。小・中・高の垣根を超えた
学び、そして「何を言うのかではなく、どのよう
に言うのか」「何をするのかではなく、どのよう
にするのか」等の伝え方や過程が大切。 足羽 英樹 教育長

（鳥取県教育委員会）


